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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第３四半期
連結累計期間

第30期
第３四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 1,382,880 1,460,590 1,845,843

経常利益 （千円） 254,490 324,006 360,940

四半期（当期）純利益 （千円） 167,760 226,280 244,488

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 170,297 234,028 247,309

純資産額 （千円） 1,909,762 2,162,950 1,986,775

総資産額 （千円） 2,324,229 2,672,396 2,415,259

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 52.57 70.34 76.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 50.97 68.80 74.26

自己資本比率 （％） 82.2 80.9 82.3

 

回次
第29期

第３四半期
連結会計期間

第30期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.84 29.64

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　 ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　 ３．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、第29期第３四半期連結累計期間及び第29

期の１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定

しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費などに弱さが見られる中で、緩やかな回復基調が続

きましたが、設備投資や輸出等において横ばいとなっており、消費者マインドの低下や海外景気の下振れ等への懸

念も見られるなど、先行きが不透明な状況にありました。

情報サービス産業においても、このような経済状況を背景として、産業総売上高は前年度に対して増加傾向では

あったものの弱い動きとなっており、ビジネス向けソフトウェア売上高も、前年度に対して減少傾向となっており

ます。

　　　 この経営環境下、当第３四半期連結累計期間は、当社製品の主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の

強化及び新製品の市場への訴求の強化等、販売力の強化に努めてまいりました。

　　　 他方、研究開発面では、既存ソフトウェア製品の機能強化を継続するとともに、今後の企業成長を担う新製品に

ついては、市場適用性を強化すべく継続投資を実施してまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、ソフトウェア売上、メンテナンス売上の伸長等により、売上高

は1,460百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。利益面では、売上総利益は1,129百万円（前年同四半期

比1.8％増）、売上総利益率は77.3％となっております。

　　 　一方、販売費及び一般管理費が810百万円となったことにより、営業利益は318百万円（前年同四半期比27.6％

増）、経常利益は324百万円（前年同四半期比27.3％増）となり、税金等調整後の当第３四半期連結累計期間にお

ける四半期純利益は226百万円（前年同四半期比34.9％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間で当社のサーバー系ソフトウェア製品は新たに468本を出荷し、累計出荷実績

は7,633本に至っております。

　　　 当社グループの事業は、データ交換系ミドルウェア等の企業の業務プロセスを支える基盤型ソフトウェア製品等

の開発・販売・保守及びこれらソフトウェア製品の導入や運用を支援するサービス等の提供を行う単一セグメント

のソフトウェア関連事業であります。なお、売上区分別の状況は、次のとおりであります。

 

　　 ①　ソフトウェア売上

　　　 ソフトウェア売上におきましては、主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の強化及び応用可能な市

場への提案力の強化等、売上の拡大に努めてまいりました。その結果、ソフトウェア売上高は614百万円（前年

同四半期比4.7％増）となりました。

 

　　 ②　メンテナンス売上

　　　 メンテナンス売上は、当社ソフトウェア製品の導入にあたり保守契約を締結し、毎年一定の保守料金をいただ

き、製品に関するサポートサービスを提供しております。従いまして、このメンテナンス売上は累計導入企業数

の増加とともに、安定的な収益基盤となっております。

　　　 メンテナンス売上高は、継続した保守契約の推進活動の実施等により、734百万円（前年同四半期比5.0％増）

となりました。

　　 ③　サービス売上その他

　　 　サービス売上やその他の売上として、ソフトウェア製品販売に付帯するサービス、オープンソースソフトウェ

アに対するサポートサービスの提供や、通信機器の販売等があります。当該売上は、オープンソースサポート

サービス等による売上が75百万円と大きく寄与したこと等により、111百万円（前年同四半期比15.8％増）とな

りました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、265百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しに重要な変更はありません。

 

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の財政状態（資本の財源及び資金の流動性について）の分析は、以

下のとおりであります。

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産の残高は、前連結会計年度末に比べ257百万円増加して2,672百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金の増加231百万円、固定資産の増加23百万円によるものです。

 

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ80百万円増加して509百万円となりました。これは主に、買掛金

の増加13百万円、未払法人税等の増加10百万円、前受金の増加25百万円、賞与引当金及び役員賞与引当金の増加49

百万円、その他流動負債の減少21百万円によるものです。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ176百万円増加して2,162百万円となりました。これは主に、利

益剰余金の増加162百万円によるものです。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 3,574,200 3,574,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,574,200 3,574,200 ─ ─

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成27年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日

（注）

17,800 3,574,200 3,204 406,991 3,204 316,991

　（注）　新株予約権の行使による増加であります。

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   344,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,212,000 32,120 －

単元未満株式 普通株式　　　　400 － －

発行済株式総数 3,556,400 － －

総株主の議決権 － 32,120 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

 所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

 発行済株式総数に
 対する所有株式数
 の割合（％）

株式会社データ・

アプリケーション

 東京都中央区日本橋人形町

 一丁目３番８号
344,000 － 344,000 9.67

計 － 344,000 － 344,000 9.67

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,855,275 2,086,400

売掛金 228,484 222,983

仕掛品 - 197

その他 50,316 58,024

流動資産合計 2,134,077 2,367,605

固定資産   

有形固定資産 16,294 14,814

無形固定資産 7,069 19,705

投資その他の資産 257,818 270,271

固定資産合計 281,182 304,791

資産合計 2,415,259 2,672,396

負債の部   

流動負債   

買掛金 31,122 44,256

未払法人税等 37,415 48,110

前受金 225,553 251,346

賞与引当金 - 35,934

役員賞与引当金 - 13,702

その他 134,392 112,691

流動負債合計 428,484 506,041

固定負債 - 3,404

負債合計 428,484 509,446

純資産の部   

株主資本   

資本金 403,787 406,991

資本剰余金 313,787 316,991

利益剰余金 1,394,045 1,556,064

自己株式 △125,536 △125,536

株主資本合計 1,986,083 2,154,510

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 691 8,439

その他の包括利益累計額合計 691 8,439

純資産合計 1,986,775 2,162,950

負債純資産合計 2,415,259 2,672,396
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 1,382,880 1,460,590

売上原価 273,185 331,191

売上総利益 1,109,695 1,129,398

販売費及び一般管理費 859,700 810,505

営業利益 249,995 318,893

営業外収益   

受取利息 1,424 2,161

受取配当金 1,215 966

助成金収入 450 -

受取手数料 750 750

その他 684 1,248

営業外収益合計 4,524 5,126

営業外費用 29 13

経常利益 254,490 324,006

税金等調整前四半期純利益 254,490 324,006

法人税等 86,730 97,726

少数株主損益調整前四半期純利益 167,760 226,280

四半期純利益 167,760 226,280
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 167,760 226,280

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,536 7,747

その他の包括利益合計 2,536 7,747

四半期包括利益 170,297 234,028

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 170,297 234,028

少数株主に係る四半期包括利益 － -
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 7,104千円 7,059千円
 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日

定時株主総会
普通株式 50,908 3,200 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 51,398 16 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月14日

取締役会
普通株式 12,849 4 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金

　（注）　当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。当

第３四半期連結累計期間の１株当たり配当額につきましては、当該株式分割後の金額であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　当社グループは、ソフトウェア関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 52円57銭 70円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 167,760 226,280

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 167,760 226,280

普通株式の期中平均株式数（株） 3,191,109 3,217,035

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 50円97銭 68円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 100,059 71,736

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　（注）　当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株について200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、前第３四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額

及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成26年10月14日開催の取締役会において、当期中間配当（創業30年記念配当）に関し、次のとおり決議いたしま

した。

　（イ）配当金の総額………………………………………12百万円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年12月１日

　　（注）　平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

EDINET提出書類

株式会社データ・アプリケーション(E05688)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月12日

株式会社データ・アプリケーション

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 安藤　　見　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大谷　はるみ　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社デー

タ・アプリケーションの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26

年10月１日から平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社データ・アプリケーション及び連結子会社の平成26年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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